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近年の書店や新聞記事で繰り返

し話題とされてきた事柄の一つは、

ビッグデータと人工知能でしょう。ま

た、Society 5.0とDXなどの言葉が最

近の内閣府や国土交通省から発表

される様々な資料のキーワードとして

度々登場します。最近のビッグデータ

と人工知能への期待感は、1980年代

後半の情報化社会の到来直前の期

待感と重なると感じてられる方が多

いのではないでしょうか。情報化社会

の到来が予言されるようになってか

ら数年したところで、GUIを備えた

パーソナルコンピュータが発売され、

誰もが情報化社会の到来を実感した

と思います。

ここで、当時の情報化社会に何を

期待したのかを考えてみましょう。お

そらく業種に依らずに期待したこと

は「生産性」の向上だったのではない

でしょうか。情報化社会が生産性を

向上させたかどうかは、情報化社会

の到来前後での労働時間などを調

べることで推測できます。1970年代

から最近にかけての労働時間の推移

を調べてみると、大きな変化はありま

せん。実は、この結果は、平均労働時

間の変化がなかったことを示すもの

で、1970年代と2010年代での労働

時間の階級の内訳を見ると、労働時

間が10時間以上となる階級が明らか

に増加しています。

少し乱暴な論かもしれませんが、

情報化社会は生産性を向上させな

かったように見えます。しかし、本当に

情報化社会は生産性の向上に貢献

しなかったのでしょうか。コンピュータ

を用いた一つ一つの作業を思い返す

と、人力による作業よりも遥かに多く

作業ができることを誰もが認めるで

しょう。しかし、コンピュータが不得手

な作業にまでコンピュータを用いた

り、コンピュータ同士で完結すべき作

業の間にヒトが介在すると、コン

ピュータの本来の生産性は大幅に損

なわれます。そう、コンピュータは万

能ではないのです。この20年、コン

ピュータの使い方を誤ってきたことに

そろそろ気づきたいところです。

ビッグデータと人工知能は、その

特性を理解した上で用いれば、産業

革命に匹敵する生産性の向上が期

待できます。ビッグデータなどに対し

て藁をもすがる思いで向き合うので

はなく、まず、地域建設業において

「解くべき問い」（以下、「イッシュ」）を

吟味すべきでしょう。次に、それらの

イッシュの解決法を考えましょう。そ

して、時代錯誤の手続きをやめるな

ども解決法の一つに加えた上で、人

工知能が得意とする課題解決にのみ

にこれを適用したいものです。人工知

能に盲目的な期待をせず、技術者が

人工知能の導入の場面をしっかり見

極めて活用することで、地域建設業

と日本を元気にしましょう。
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